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配
信
す
る
主
な
内
容

○
防
災
情
報

○
安
心
・
安
全
情
報

○
く
ら
し
情
報

○
健
康
・
福
祉
情
報

○
イ
ベ
ン
ト
・
行
政
情
報

○
お
く
や
み
情
報

○
気
象
警
報
・
注
意
報

　
（ 

町
に
発
表
さ
れ
た
各
種
警
報
お
よ
び

霜
注
意
報
）

　

※
霜
注
意
報
は
選
択
で
き
ま
す
。

○
地
震
情
報（
震
度
３
以
上
）

情
報
配
信
日

　
毎
週
木
曜
日
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
防
災
情
報
」な
ど
の
緊
急
情

報
や「
お
く
や
み
情
報
」に
つ
い
て
は
そ
の

都
度
配
信
し
ま
す
。

登
録
方
法

① 
登
録
す
る
際
に
は
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

　
（miyota@

pasmail.jp

）

※ 

２
次
元
コ
ー
ド

が
読
み
取
れ
る

携
帯
電
話
な
ど

を
お
使
い
の
場

合
は
、
下
記
２

次
元
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

② 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が

メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。
メ
ー
ル
本
文
の

中
に
あ
る
登
録
用
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

希
望
す
る
配
信
情
報
と
お
住
ま
い
の
地

区
、
性
別
、
年
代
を
選
択
し
、
内
容
確

認
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

④ 

確
認
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
け
れ
ば
登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤ 

利
用
規
約
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
問
題
な

け
れ
ば「
同
意
し
ま
す
」ボ
タ
ン
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
場
合

　

登
録
作
業
の
前
に
次
の
ド
メ
イ
ン
を
受

信
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（@

pasmail.jp

）

※ 

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
ご
利
用
の
携
帯
電
話
会
社
な

ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
注
意
事
項

● 

本
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
は
無
料
で
す
が
、

パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
は
登
録
者
負
担
で
す
。

● 
通
信
機
器
の
状
態
や
障
害
発
生
な
ど
に

よ
り
、
メ
ー
ル
の
未
着
や
遅
配
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
切
の
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
。

● 

配
信
情
報
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ

に
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

● 

受
信
し
た
メ
ー
ル
か
ら
返
信
さ
れ
て
も
、

役
場
に
メ
ー
ル
は
届
き
ま
せ
ん
。

● 

配
信
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
発
生
し
た
ト

ラ
ブ
ル
、
不
利
益
、
損
害
に
関
し
て
一

切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

● 

障
害
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
の
た
め
、
事
前
に
通
知
す
る
こ
と

な
く
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

株
式
会
社
パ
ス
カ
ル

　

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

 

０
２
６
７（
66
）１
３
８
３

「
み
よ
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」を
登
録
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
各
種
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
た
め「
み
よ
た
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
防
災
行
政
無
線
で
全
町
へ
放
送
し
た
内
容
の
ほ
か
、
町

か
ら
の
様
々
な
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
、
皆
さ
ま
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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（
広
告
欄
）

御
代
田 

御
代
田 

問
い
合
わ
せ
先　
佐
久
広
域
連
合
御
代
田
消
防
署（
32
）０
１
１
９

そもそもなぜ詰まってしまうの？
　喉にお餅を詰まらせてしまう方の大半が高齢者の方です。高齢になってくると、食べ物を口の中
から食道へ通過させるための飲み込む行為「嚥

えん

下
げ

」の力が弱くなってしまい、誤って気道に入り込み、
詰まらせてしまうケースが多く見受けられます。

詰まらせないようにするには
　嚥下の衰えが主な原因であっても、詰まりにくくするための予防は可能です。以下のことに注意
しましょう。
● 食べる際にそのまま口へ運ぶのではなく、小さくしてから食べる。
● ゆっくりよく噛んで食べる。
● できるだけご家族と一緒に食べる。
● 高齢者には、食べている時は話し掛けない。
　これらはお餅だけではなく、噛み切りにくいお肉やお刺身などにも共通してできる予防策です。
詰まりやすそうなものを食べる際には、常日頃から注意しておくことが一番の予防策となります。

もし詰まらせてしまったら！！
　予防策を紹介しましたが、それで完全に予防できるものではありません。では、詰まらせてし
まった場合はどうしたらよいのでしょうか。
①詰まらせてしまったのを発見したら、すぐに119番通報
　もし食べている途中で異変を感じたら、「喉が詰まったの？」とたずね、声が出せず、うなずくよ
うであれば窒息と判断し、直ちに119番通報をしてください。近くにいる人に119番通報をしても
らうか、いないようであれば発見者が通報してください。
②救命処置
　喉に物を詰まらせてしまった場合は一刻も早く処置をしなければなりません。
● 詰まらせた人が咳をすることが可能であれば、できるだけ咳を続けさせてください。咳が異物の
除去にもっとも効果的です。

● 咳をさせながら、片手で詰まらせてしまった人を支え、もう片方の手で背中（肩甲骨間）を力強く、
何度も連続して叩いてください。これを背部叩打法（はいぶこうだほう）と言います。

● もし倒れ込み、呼び掛けに反応がなくなってしまった場合は、すぐに胸骨圧迫、心肺蘇生法を開
始してください。

まとめ
　いかがだったでしょうか。年末年始は美味しい食べ物が増えてきて、喉に物を詰まらせるリスク
も増えてきます。予防をしっかりしていただき、良いお年をお過ごしください。

　これからの時期、必ず119番通報で呼ばれるのが「喉にお餅を詰まらせてしまった」という通報です。
年末年始になると食卓によく並ぶ食べ物「お餅」、美味しい食べ物ですが食べる際に注意しなければな
らないこともあります。今回はその注意点と、もし詰まらせてしまった場合の処置をお話しします。

年末年始は注意して！！

　寝かせての背部叩打法背部叩打法
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